
一
般
質
問 

新
垣 

善
之 

議
員

学
校
教
育
と�

地
域
福
祉
の
融
合
を

答

　

�

有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る

問

学
校
教
育
と
地
域
福
祉
を
融

合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
層
的

支
援
体
制
が
確
立
で
き
る
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

教
育
長

有
意
義
で
あ
る
と
考
え

る
。問

子
ど
も
の
多
種
多
様
な
課
題

解
決
に
向
け
て
、S
S
W（
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
を
正

規
に
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

S
S
W
の
正
規
採
用
に

つ
い
て
は
、
先
進
自
治
体
等
の
事

例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。
現
在

は
、
各
小
中
学
校
に
1
名
の
教
育

相
談
員
を
配
置
し
て
い
る
。

問

S
S
W
の
職
責
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長
町
内
の
S
S
W
は

1
名
で
、
沖
縄
県
よ
り
配
置
さ
れ

て
い
る
。
学
校
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
家
庭
支
援
等
が
必
要
な
部

分
を
、
先
生
や
教
育
相
談
員
等
と

連
携
し
な
が
ら
家
庭
の
支
援
に
つ

な
げ
て
い
る
。

問

S
S
W
が
単
年
度
雇
用
だ
と
、

家
庭
の
実
態
を
把
握
す
る
だ
け
で

精
一
杯
で
あ
る
。
正
規
雇
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
の
課
題
や

状
況
を
中
・
長
期
的
に
各
機
関
と

連
携
し
、
課
題
解
決
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
現
在
も
各
機
関
と

連
携
し
、
各
種
委
員
会
が
主
催
と

な
り
、
サ
ポ
ー
ト
会
議
を
開
き
課

題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
S
S
W
の
正
規
採
用
に
つ
い

て
は
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

地
域
福
祉
の
向
上
に
向
け
て

問

C
S
W（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
）
を
正

規
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
正
規
採
用
に
つ
い
て
は
、社

協
の
運
営
全
体
を
踏
ま
え
検
討
し

て
い
く
。

問

S
S
W
と
同
様
に
、
C
S
W

も
正
規
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
課
題
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
や

会
議
に
諮
る
こ
と
で
重
層
的
な
支

援
が
展
開
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
町
の
人
口
も
増
と
な
っ
て

い
る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の

た
め
に
、社
協
へ
の
人
的
・
予
算
の

投
入
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

民
生
部
長
C
S
W
は
、
各
小
学
校

区
に
2
名
ず
つ（
計
8
名
）配
置
し

て
い
る
。
他
市
町
村
に
比
べ
、
と

て
も
充
実
し
て
い
る
。
社
協
全
体

の
事
業
運
営
の
中
で
、
必
要
な
予

算
を
確
保
し
、
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•�

防
災
計
画
を
着
実
に
実
行
せ
よ
。

•�

社
会
教
育
の
充
実
を
。

•�

財
政
健
全
化
計
画
の
総
括
を
問
う
。

安保３文書に対する�
町長の見解を問う
答　�国の安全保障に関する�

重要な文書であると認識している

新垣 善之 議員

一
般
質
問 

當
眞 

嗣
春 

議
員

當眞 嗣春 議員

問

1
9
1
5
年
の
安
保
法
制
で

「
戦
争
で
き
る
国
」か
ら
安
保
3
文

書
で「
戦
争
す
る
国
」へ
と
大
き
く

変
貌
し
た
。

　
那
覇
の
陸
上
自
衛
隊
の
師
団
化
、

司
令
部
の
地
下
化
、
自
衛
隊
那
覇

病
院
の
地
下
化
、
沖
縄
市
の
自
衛

隊
弾
薬
庫
の
新
設
、
与
那
国
の
電

子
部
隊
新
設
、
新
た
な
ミ
サ
イ
ル

部
隊
の
用
地
取
得
な
ど
、「
こ
こ

沖
縄
で
戦
争
し
ま
す
」
と
言
う
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
か
。
ア
メ
リ

カ
に
追
随
し
、
こ
の
時
と
ば
か
り

に
、「
沖
縄
」を
差
し
出
す
。
ま
さ

に
、
令
和
の「
捨
て
石
」に
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
本
町
と
し
て
、「
安
保
3
文
書
」

の
撤
回
を
求
め
る
。
町
長
の
見
解

を
問
う
。

副
町
長

国
の
安
全
保
障
に
関
す

る
重
要
な
文
書
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
国
を
守
る
た
め
に
、
必

要
な
施
設
や
環
境
の
整
備
を
行
う

こ
と
は
必
要
と
考
え
る
。
た
だ
し
、

平
和
の
実
現
の
た
め
に
は
、
武
力

で
は
な
く
、
外
交
努
力
に
よ
っ
て

安
全
を
保
障
す
る
こ
と
が
優
先
で

あ
る
と
考
え
る
。

問
「
命ぬ

ち

ど
ぅ
宝
」
、
平
和
を
願

う
先
人
た
ち
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、

未
来
を
生
き
る
子
供
や
孫
た
ち
の

た
め
に
、
よ
り
よ
い
未
来
を
創
造

す
る
た
め
に
、
沖
縄
を
二
度
と
戦

場
に
さ
せ
な
い
と
い
う
、
町
長
の

決
意
を
伺
う
。

町
長
二
度
と
沖
縄
を
戦
場
に
し

て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
は
、
沖
縄

県
民
す
べ
て
の
考
え
方
と
認
識
し

て
い
る
。
南
風
原
町
と
し
て
、
平

和
行
政
、
平
和
学
習
、
平
和
教
育
、

国
際
交
流
を
推
進
し
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

国
保
税
水
準
の
統
一
に
つ
い
て

本
町
の
対
応
を
問
う

問

国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
は
、

国
保
の
構
造
的
問
題
を
解
決
す
る

ど
こ
ろ
か
、
逆
に
国
保
税
引
き
上

げ
に
他
な
ら
な
い
。
協
力
・
加
担

し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

国
保
年
金
課
長
国
は
被
保
険
者
へ

の
急
激
な
負
担
増
を
防
ぐ
た
め
に
、

激
変
緩
和
措
置
を
示
し
た
。
適
正

な
標
準
保
険
税
率
に
向
け
た
取
り

組
み
で
あ
る
。

問
「
急
激
な
負
担
増
を
防
ぐ
た

め
」
と
の
答
弁
だ
が
結
局
、
負

担
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

2
0
1
8
年
の
制
度
再
編
、
国
保

の
都
道
府
県
単
位
化
の
目
的
・
狙

い
は
な
に
か
。

民
生
部
長

全
世
代
対
応
型
の
社

会
保
障
制
度
の
構
築
と
見
直
し
で

あ
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

•�

当
町
の
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
。

•
イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
。

憲法九条の碑と平和の鐘
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